

































第 6 章では，第 5 章までの分析結果と考察をもとに，統計的データの読解力の育成を目指した
授業方法として，小学校第 5 学年の社会科において統計的データの読解力に関する短時間学習を
組み込んだ授業実践を試行し，14回に亘る授業の 7回目以降にその学習効果が確認されたことを
明らかにしている． 
第 7章には，本研究の成果と今後の課題が示されている． 
以上要するに本論文は，学力調査や教科書等に対する横断的な分析結果をもとに統計的データ
の読解力不足の問題点を指摘し，短時間学習を繰り返すという学校現場で取り組みやすい指導方
法を提案したものであり，情報社会が急速に進展する今日における統計教育の教育方法を示した
点において意義があり，人間社会情報科学の発展に寄与するところが少なくない． 
よって，本論文は，博士（情報科学）の学位論文として合格と認める． 
